
宮城県七ヶ宿町との交流活動（12 月 26 日）



　元田 村政　２期目の船出！　元田 村政　２期目の船出！

　

任
期
満
了
に
伴
う
宇
検
村
長
選
挙
が
1

月
13
日
に
公
示
さ
れ
ま
し
た
。
立
候
補
者

は
、
昨
年
の
6
月
の
村
議
会
定
例
会
で
出

馬
を
表
明
し
て
い
た
、
現
職
の
元
田 

信
有 

氏
の
み
で
、
２
０
０
３
年
以
来
12
年
ぶ
り

の
無
投
票
で
再
選
し
ま
し
た
。
元
田 

氏
は

公
約
で
「
村
民
全
員
参
加
の
村
お
こ
し
」

を
揚
げ
、「
安
心
・
安
全
の
中
で
暮
ら
せ
る
、

や
す
ら
ぎ
あ
る
村
」「
や
り
が
い
あ
る
産
業

の
振
興
」「
貴
重
な
文
化
・
歴
史
か
ら
学
ぶ

心
豊
か
な
教
育
」「
豊
か
な
自
然
を
活
か
し

た
観
光
と
交
流
」「
健
全
な
行
財
政
の
運
営
」

の
5
つ
を
テ
ー
マ
に
訴
え
て
い
ま
し
た
。

【
安
心
・
安
全
の
中
で
暮
ら
せ
る
、
や
す
ら

ぎ
の
あ
る
村
】

○
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
の
無
償
化
と
高

校
生
の
通
学
バ
ス
の
全
額
助
成
の
継
続

○
防
災
道
路
や
避
難
所
の
整
備
促
進

み
ん
な
で
豊
か
な
未
来
を

○
県
道
湯
湾
・
新
村
線
お
よ
び
曽
津
高
崎

線
改
良
の
早
期
完
了

【
や
り
が
い
の
あ
る
産
業
の
振
興
】

○
地
域
に
あ
っ
た
農
林
水
産
業
の
振
興

○
う
け
ん
市
場
の
施
設
の
充
実
と
組
織
の

強
化

○
後
継
者
育
成
と
夢
と
希
望
の
持
て
る
産

業
の
振
興

【
貴
重
な
文
化
・
歴
史
か
ら
学
ぶ
心
豊
か
な

教
育
】

○
各
学
校
の
施
設
の
整
備
と
充
実

○
親
子
山
村
留
学
の
充
実

【
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た
観
光
と
交
流
】

○
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
湯
湾
岳
公

園
の
整
備

○
ス
ポ
ー
ツ
交
流
・
地
域
間
交
流
の
充
実

○
ケ
ン
ム
ン
む
ら
構
想
の
実
現

【
健
全
な
行
財
政
の
運
営
】

○
無
駄
を
省
き
財
源
の
使
用
目
的
、
優
先

順
位
を
明
確
に
す
る
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い
よ
い
よ
国
内
最
大
の
文
化

の
祭
典
で
あ
る
「
国
民
文
化
祭
」

が
、
今
年
の
秋
に
鹿
児
島
県
で
、

県
内
全
市
町
村
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

宇
検
村
で
も
11
月
14
日
（
土
）

〜
15
日
（
日
）
の
二
日
間
か
け

て
、
様
々
な
文
化
イ
ベ
ン
ト
を

計
画
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の

国
文
祭
の
広
報
活
動
の
一
環
と

し
て
、
2
月
1
日
（
日
）
に
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
元
気
の

出
る
館
」
に
お
い
て
、
宇
検
村

文
化
協
会
（
鎮
原 

敏
治
会
長
）

主
催
に
よ
る
「
や
け
う
ち
の
唄

あ
し
び
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

奄
美
の
代
表
的
な
文
化
で
あ

る
島
唄
と
八
月
踊
り
を
み
ん
な

で
楽
し
み
た
い
と
の
思
い
で
行

わ
れ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

島
唄
に
親
し
ん
で
い
る
村
民
の

方
約
40
名
が
唄
声
を
披
露
し
た

ほ
か
、
湯
湾
集
落
八
月
踊
り
保

存
会
と
古
仁
屋
わ
ら
べ
八
月
踊

第
30
回
国
民
文
化
祭
・
か
ご
し
ま
2
0
1
5
in
宇
検
村
　
情
報
コ
ー
ナ
ー  

／  

連
載
・
第
4
回

り
研
究
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
八
月
踊

り
を
披
露
。
島
口
漫
談
の
サ
ー

モ
ン
＆
ガ
ー
リ
ッ
ク
と
唄
者
の

石
原 

久
子
氏
も
出
演
し
、
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
村
内
外
か
ら
約

2
5
0
名
が
訪
れ
、
伝
統
あ

る
シ
マ
の
音
色
を
楽
し
み
ま
し

た
。

■問い合わせ先／第30回国民文化祭宇検村実行委員会事務局（宇検村教育委員会内）☎67-2261

○ぐりぶー国民文化祭 Ver.
© 鹿児島県ぐりぶー・さくら

宇検村が予定している主催イベントを確認しよう！

■ イベント名　奄美の奥座敷「やけうちの文化遺産」
■ サブテーマ　感じてみよう。探してみよう！
　　　　　　　 宇検村の宝、再発見！
■ 開催期日　　平成27年11月14日（土）〜15日（日）
■ 主な事業　　やけうち文化の祭典、集落探訪ウォーク
　　　　　　　 ラリー、フォトコンテストなど

伝統あるシマの音色を楽しむ

「やけうちの唄あしび」

今年の秋開催する国文祭を盛り上げる！

↑古仁屋わらべ八月踊り研究会

↑大会愛称ロゴマーク

↑親子での出演者もあった島唄

↑イベントを締めくくる六調のようす

を盛大に開催！

◎宇検村文化協会主催イベント事業
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いしら
（石良）集  落

▼
　
名
　
前

　

原　

末
男
さ
ん
（
77
歳
）

▼
　
区
　
長
　
歴

　

13　

年　

11　

ヶ　

月

　
　
　
　
（
平
成
13
年
４
月
～
）

▼
　
区
長
の
想
い
…

　

集
落
に
若
い
人
が
少
な
い
が
、

集
落
作
業
な
ど
は
、
年
配
の
方
々

が
夫
婦
で
参
加
し
て
く
れ
る
の
で

非
常
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。
で
き

れ
ば
、
若
い
人
が
増
え
て
集
落
全

体
が
昔
の
よ
う
に
盛
り
上
が
っ
て

く
れ
た
ら
と
思
う
。

○アランガチの滝
　湯湾岳を源流とする滝で、落差は
約 30 ｍあります。奄美を代表する
滝の 1 つです。
○ガジュマルの大木
　このガジュマルは、村内へ入るシ
ンボル的な存在であり、公園整備を
進めています。
○ナゴーテの湧水（大畑地区）
　大畑地区にあ
る湧水は、現在
も多くの人が飲
料水としても使
用しています。

2005 年 1 月末（石良）

2015 年 1 月末現在

人口

世帯数

132

63

人口

世帯数

96

58

１月１ 日  拝賀式

旧歴の９月
最初の丙の日に近い土曜日に
豊年祭

（豊年祭の翌日に敬老会）

　　　　…　など（一部抜粋）

集落の主な行事予定

い
し
ら
集
落
区
長

（
事
務
連
絡
員
）

～ お勧めポイント ～
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く  し
（久志）集  落

▼
　
名
　
前

　

豊
岡　

源
治
さ
ん
（
76
歳
）

▼
　
区
　
長
　
歴

　

7　

年　

11　

ヶ　

月

　
　
　
　
（
平
成
19
年
４
月
～
）

▼
　
区
長
の
想
い
…

　

人
口
が
減
少
し
て
お
り
、
集
落

内
の
話
題
に
も
あ
が
っ
た
り
し
て

お
り
、
ど
う
に
か
な
ら
な
い
か
…

と
の
思
い
が
あ
る
。
ま
た
、
近
隣

に
公
衆
ト
イ
レ
が
な
く
、
ど
う
に

か
整
備
し
た
い
が
、
管
理
の
問
題

な
ど
も
あ
る
の
で
集
落
と
し
て
意

思
疎
通
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

2005 年 1 月末（久志）

2015 年 1 月末現在

人口

世帯数

49

31

人口

世帯数

49

24

く
し
集
落
区
長

（
事
務
連
絡
員
）

　集落の桟橋などには、多くの

釣り客が訪れます。村内からは、

もちろん。村外からも多くの人

が訪れ、夜釣りをしたり、家族

連れで釣りを楽しむ人たちもい

ます。また、生勝方面から来る

と、集落の入口あたりから美し

い夕日も見ることが出来ます。

おすすめの時期は、枝手久島の

赤崎の松並木に陽が沈む 8 月～

10 月ごろです。釣りを楽しみな

がら美しい夕日を見に、ぜひ一

度は久志集落まで遊びに来て下

さい！

～ 集 落 案 内 ～

１月１ 日  拝賀式

１月（第２週目）
 集落初常会

８月（第２日曜日）
 豊年祭

　　　　…　など（一部抜粋）

集落の主な行事予定
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